
 

ロタウイルスワクチン予防接種についての説明書 

【接種対象者】 

・ロタリックス：接種時点で大阪市民である出生６週後から２４週０日後に至るまでの子ども 

・ロタテック：接種時点で大阪市民である出生６週後から３２週０日後に至るまでの子ども 

 

【接種方法】 

 

１ ロタウイルス感染症について 

・ロタウイルス感染症は、乳幼児に多く起こるウイルス性の胃腸炎です。胃腸炎の原因となる「ロタウイルス」は全世界

に広く分布し、衛生状態に関係なく世界各地で感染がみられます。５歳までにほとんどの乳幼児が感染するといわれて

いますが、最近では５歳以上の年長児や成人が感染することもあります。 

その感染力は強く、一般的な手洗い、アルコール消毒などでは予防が難しいといわれています。 

・ロタウイルス感染症の多くは突然の嘔吐に続き、白っぽい水のような下痢を起こします。発熱を伴うこともあり回復に

は１週間ほどかかります。また、ほとんどの場合は特に治療を行わなくても回復しますが、時に脱水、腎不全、脳炎、

脳症などを合併することもあり、症状が重く脱水が強い場合には入院が必要になることもあります。 

・日本でのロタウイルス感染症の発症は冬～春に多く、主に生後３～２４か月の乳幼児に起こりますが、ピークは生後７

～１５か月です。生後３か月までは母親からもらった免疫がありますが、初めて感染するときに重症化しやすくなりま

すので、できるだけ早めにワクチンを最終回まで完了してください。実際にロタウイルス感染症は小児急性重症胃腸炎

の原因の第一位で、受診した人の１０人に１人が入院するという報告があります。 

・ロタウイルスは日本では多数の型が存在し、年や地域によって流行する型は異なります。一度感染しても、一生のうち

何度も感染を繰り返すことがあります。ただし免疫ができていれば、感染しても無症状や軽症で済むため、このワクチ

ンは、初めて感染する前に接種を終えることをお勧めします。 

 

２ ワクチンについて 

下痢・嘔吐・胃腸炎・発熱を伴うロタウイルス感染症を予防することが期待されています。 

接種したすべての人がロタウイルス感染症を発症しないわけではありません。発症そのものを7-8割程度予防し、入院する

ような重症化は、そのほとんどが予防できるとされています。どちらのワクチンも効果は同等です。１回目に接種したワ

クチンで決められた回数を最後まで接種してください。 

 

３ 副反応について 

下痢、嘔吐、ぐずり、咳・鼻水、発熱などが出る場合があります。通常は数日でおさまりますが、高熱やけいれんなど

の異常や、腸重積症の症状がある場合はすぐに受診してください。 

ロタウイルスワクチンの予防接種は、法律に基づいて受ける定期接種です。この説明書をよく読んで理解し、十分に

医師から説明を受けたうえで予防接種を受けてください。 

ワクチン名 
ロタリックス 

（経口弱毒生ヒトロタウイルスワクチン） 

ロタテック 

（５価経口弱毒生ロタウイルスワクチン） 

接種時期 出生６週０日後～２４週０日後 出生６週０日後～３２週０日後 

接種回数（量） ２回（１.５ｍＬ／回） ３回（２ｍＬ／回） 

接種間隔 ２７日以上の間隔で２回 ２７日以上の間隔で３回 

標準的な接種 
・初回接種は生後２か月から開始 

・安全性の観点から初回接種は出生１４週６日後までに完了してください。 



 

腸重積症 

腸の一部が腸の他の部分に入り込み、腸が閉塞した緊急性の高い病気です。主な症状は、嘔吐を繰り返す、泣いたり不

機嫌になったりを繰り返す（お腹の痛みのため激しく泣いたり、不機嫌になったりもしますが、痛みが出たりおさまった

りを繰り返すので、症状がない時もあります）。ぐったりとして元気がない、イチゴゼリー状の血便が出るなどです。０

歳児の場合、ロタウイルスワクチンを接種しなくても起こる病気で、生後３～４か月から月齢が上がるにつれて多くなり

ます。この時期と重ならないようにするためにも、このワクチンは早く接種を完了してください。 

 

４ 予防接種を受けることができない人 

・明らかに発熱のある方（37.5℃以上） 

・重い急性疾患にかかっている方（下痢や嘔吐があるときは延期してください） 

・ロタリックス、ロタテック接種後にアレルギーなどの過敏症を起こしたことがある方 

・腸重積症になったことがある方、腸重積症の発症を高める可能性のある未治療の先天性消化管疾患がある方 

・重症複合型免疫不全（ＳＣＩＤ）がある方 

・その他、かかりつけの医師に予防接種を受けない方がいいと言われた方 

 

５ 予防接種を受ける際に、医師とよく相談しなければならない人 

・心臓血管系疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患、発育障がいなどの基礎疾患のある方 

・過去に予防接種後２日以内に発熱のみられた方、また全身性発疹などのアレルギーを疑う症状のみられた方 

・過去にけいれんを起こしたことのある方 

・免疫機能に異常のある疾患のある方、またその恐れのある方、免疫抑制をきたす治療を受けている方、近親者に先天性

の免疫不全症患者がいる方 

・胃腸障がいがある方 

 

６ 接種を受けた後の注意点 

・重いアレルギー症状が起こることもありますので、接種後少なくとも３０分間は安静にしてください。 

・接種後に下痢、嘔吐、胃腸炎、発熱などの副反応がみられることがあります。接種後に体調の変化や腸重積症と思われ

る症状がみられた場合は、速やかに医師の診察を受けてください。 

・国内外でのロタウイルスワクチン発売後の調査から、接種後に腸重積症のリスクが少し増加する可能性があるとされて

います。接種回数にかかわらず接種後（特に１～２週間）は腸重積症の症状にご注意ください。 

腸重積症で他の医療機関を受診された際は、ロタウイルスワクチンを接種した医療機関にもお知らせください。 

・ワクチン接種後１週間程度は便中にウイルスが排泄されますが、排泄されたウイルスによって周囲の方が胃腸炎を発症

する心配はありませんが、おむつ替えの後などは、いつもより丁寧に手洗いをしてください。 

・ワクチンがうまく飲めなかったり、吐いたりしてしまった場合でも、わずかでも飲み込みが確認できていれば、ワクチ

ンの効果に問題ありませんので、再度接種する必要はありません。 

 

７ 予防接種健康被害救済制度 

予防接種の副反応により、医療機関で治療が必要になった、あるいは生活に支障をきたすような障がいが残ったなど、

健康被害が生じた場合には、予防接種法に基づく補償が設けられています。申請に必要となる手続きについてはお住まい

の区の保健福祉センターにご連絡ください。申請後、国の審査会にて審議し、予防接種によるものと認定された場合に補

償を受けることができます。 

大阪市保健所・各区保健福祉センター 

令和６年12月 


